


 

 

目 次 

 

 

令和６年度事業を振り返って ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １ 

１ 包括連携協定締結の経緯 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

２ 連携事項 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

３ 令和６年度実施事業の概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２ 

(1) 府議会の政策形成及び調査に関する事項 ・・・・・・・・・・・・・ ２ 

ア 京都府立大学学長による講演  

イ 議員・大学生との合同調査・意見交換  

ウ 議会図書館と京都府立大学附属図書館の連携  

(2) 大学の教育・研究及び人材育成に関する事項 ・・・・・・・・・・・ ３ 

ア 京都府議会による地方議会制度の講演  

イ 議員・大学生との合同調査・意見交換（再掲）  

ウ インターンシップ実習生の受入  

エ 大学生の委員会傍聴  

(3) その他目的を達成するために必要な事項 ・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

ア ＳＮＳ、ＨＰ、議会だより等による情報発信  

４ その他（包括連携事業の発表） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３ 

５ 参加教員の所感について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４ 

 

《資料》各包括連携事業の結果概要等 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５ 
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京都府議会は、これまでから審議の充実や開かれた議会を目指し、様々な議会改革の取

組を実施してきました。そのような中、令和５年７月、石田京都府議会議長から議会運営

委員会に対して、高度化・複雑化する地域課題等に対応するため、多様な主体からの知見

を取り入れる仕組みづくりについて諮問が行われました。この諮問に対し、議会運営委員

会は、議会改革検討小委員会を設置し検討を行い、京都の強みである大学と連携し、継続

的な取組を通じて新たな知見を得ることが非常に有用であるとして、京都府立大学との包

括連携協定の締結に関する答申を行いました。この答申を踏まえ、京都府議会と京都府立

大学は、地域課題に的確に取り組み、魅力ある地域づくりの推進や人材の育成に資するた

め、令和６年３月、包括連携協定を締結し、様々な連携事業を実施していくこととなりま

した。 

初年度である令和６年度は「京都府議会による地方議会制度の講演」、「議員・大学生と

の合同調査・意見交換」、「大学生の委員会傍聴」などの６つの事業に取り組みました。事

業に参加した議員は、「若者の視点を直接聞くことで新しい気付きがあった」、「熱心な学生

の姿に刺激を受けた」、「学生達の明るい未来のため、より良い京都府づくりへの責任を強

く感じた」などの感想をもったようです。このように、連携事業により両者の関わりが増

えることで、議員の研鑽の機会や学生の学びの場となるなど、良い相乗効果があったと思

います。 

今後も、議員と大学生・教員が対話や交流を深め、京都府立大学が有する「知」と学生

の「力」を京都府議会に取り入れ、より的確な政策形成につなげるとともに、京都府議会

としても地域の将来を担う人材の育成に貢献してまいります。 

京都府議会  

 

 

京都府立大学は、令和６年４月に学部学科の再編を行い、５学部 12 学科を備えた総合

大学として地域課題の解決に向けた取組を実践しています。これまでから自治体や高等学

校、公的機関・団体と連携した取組を行ってまいりましたが、新たな取組として、京都府

議会と包括連携協定を締結し、様々な事業を実施しました。 

各事業を通じ、学生は議員の方から直接お話を聞く多くの機会があり、また、視察では

実際にイベントを実施したり、相談を受けたりしている職員の方から、体験を含め直接お

話を聞かせていただくことができ、学内の講義だけでは得られない貴重な経験を得ること

ができました。学生からも「普段は接点がない議員から直接話を聞くことで、政治を身近

に感じた」、「自分自身も、大学や今後の仕事を通じて社会のために貢献できる人になりた

いと感じた」、「実際に現地に行けたことは初めての経験だったので、驚きが大きかった」

などの感想があり、大きな学びの機会となりました。 

今後とも、議会と大学の交流を深め、相互に学びを得る機会とできるよう、連携事業を

継続していきたいと思います。 

京都府立大学  

1



 

１ 包括連携協定締結の経緯 

議会改革の議長諮問に対する令和５年度の答申を踏まえ、  

令和６年３月 18日、地域が抱える様々な課題について的確  

に取り組むとともに、魅力ある地域づくりの推進や人材の  

育成に資することを目的に、京都府議会と京都府立大学は、 

包括連携協定を締結した。 

 

２ 連携事項 

  包括連携協定に基づく連携事項は次のとおりである。 

(1) 府議会の政策形成及び調査に関する事項 

(2) 大学の教育・研究及び人材育成に関する事項 

(3) その他目的を達成するために必要な事項 

 

３ 令和６年度実施事業の概要（詳細は別紙参照） 

  令和６年度に実施した包括連携事業は次のとおりである。 

 

(1) 府議会の政策形成及び調査に関する事項 

ア 京都府立大学学長による講演（Ｐ.７ 資料１） 

・日時：９月 20日（金）10時 30分～11時 45分 

・内容：全議員を対象にした府立大学学長による講演を実施した。「新生・京

都府立大学について」をテーマとして、大学改革の取組などについ

て講演があり、質疑応答を行った。 

 

イ 議員・大学生との合同調査・意見交換（Ｐ.８ 資料２） 

  ・日時：11月 28日（木）12時 50分～17時 

  ・内容：「子育て環境日本一の取組について」をテーマに、①担当課からの事

業説明、②現地視察（きょうと婚活応援センター、京都ジョブパー

ク・学生就職センター、京都企業人材確保センター）、③模擬カウン

セリング、④議員と大学生との意見交換などを実施した。議員６名、

学生８名と公共政策学部長が参加した。 

 

ウ 議会図書館と京都府立大学附属図書館の連携（Ｐ.10 資料３） 

  ・期間：①(パネル展示)令和６年９月 12日（木）～12月 20日（金） 

②(図書カード)令和６年 10月１日（火）～令和９年４月 29日（木） 

  ・内容：①府立大学の研究成果の活用として、議会棟ロビーで府立大学の地

域貢献型特別研究の成果のパネル展示・デジタルサイネージによる

動画紹介等を実施した。また、②議員の調査研究機能の充実として、

府立大学附属図書館カードを全議員に発行し、大学附属図書館研究

室の利用を可能とした。 
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(2) 大学の教育・研究及び人材育成に関する事項 

ア 京都府議会による地方議会制度の講演（Ｐ.11 資料４） 

  ・日時：７月 17日（水）12時 50分～14時 20分 

  ・内容：府立大学公共政策学部生を対象として「地方議会制度」をテーマ  

に、正副議長が出席して実施した。学生 88名に対し、議決機関と執

行機関の役割分担や議員の日頃の活動等について講演があり、質疑

応答を行った。 

 

イ 議員・大学生との合同調査・意見交換（再掲）（３(1)イ） 

 

ウ インターンシップ実習生の受入（Ｐ.12 資料５） 

  ・期間：９月２日（月）～９月 13日（金） 

  ・内容：府立大学公共政策学部の３回生１名を 10 日間、実習生として議会

事務局で受け入れた。①正副議長公務の随行、②本会議等の準備や

運営補助、③府議会の広報・広聴の企画、④管外調査に資する先進

事例の収集など事務局全課で幅広い業務体験を実施した。 

 

エ 大学生の委員会傍聴（Ｐ.13 資料６） 

    ・日時：11月 25日（月）13時～16時 

    ・内容：①議場見学、②閉会中常任委員会の傍聴（総務警察、危機管理・健

康福祉及び文化生活・教育）、③委員と大学生との意見交換等を実施

した。学生 16名及び各常任委員会委員が参加した。 

 

(3) その他目的を達成するために必要な事項 

  ア ＳＮＳ、ＨＰ、議会だより等による情報発信（Ｐ.15 資料７） 

    ・府議会 HP、Ⅹや Facebookへ掲載 

    ・議会だより（令和 7年２月号）への掲載 

・KBS「ようこそ府議会」の放送（令和６年９月 15日、同年 12月 22日放送） 

・新聞記事掲載（京都新聞 令和６年 11月 29日朝刊） 

 

４ その他（包括連携事業の発表）（Ｐ.17 資料８） 

総務省主催の地方議会活性化シンポジウムにおいて、石田議長がパネリストとし

て参加し、包括連携事業に関して発表した。また、『月刊 地方自治』（株式会社 ぎ

ょうせい発行）令和７年２月号に同シンポジウムの記事が掲載された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

3



 

５ 参加教員の所感について 

 

（公共政策学部 学部長 服部敬子教授） 

本事業における一連の取り組みのなかで、「子育て環境日本一の取組について～若

者の希望が叶う環境づくり～」をテーマとする合同調査・意見交換と、３つの常任委

員会の傍聴・意見交換の企画に、とくに高い関心をもつ公共政策学部の学生・院生が

参加させていただきました。 

合同調査では、府の政策がどのような場で、どのような方々によって府民、若者に

届けられ実を結んでいるのかを肌で感じ、移動バス内では議員の方々の素顔にも触れ、

政治や政党をより身近に感じられました。本学の学舎・キャンパスの安全性を耐震面

から危惧する学生が危機管理・健康福祉常任委員会でその旨を伝えたところ、きわめ

て真摯に受けとめて尽力して下さっていることを知り感動したという声もありまし

た。 

青年期に政治を身近に感じる意義を再認識し、今後、彼らが府政に関する良き発信

者となってくれることを期待しています。 

 

（公共政策学部 岩松義秀客員准教授） 

京都府議会との包括連携第一弾ということで、公共政策学部の市民参加論（学生約

90名）において正副議長から特別講義をしていただきました。学生達には、知事部局

と議会という二元代表制について講義をしていましたが、まさか議会のトップのお二

人から直接お話を聞けるとは思っていなかったようです。学生達の感想としては「議

会の仕組みや議員の活動がよくわかった。」「直接のお話は迫力があって議会や選挙に

興味を持った。」という意見が大半でした。また、当日は学生からも質問が行われまし

たが、意見書など市民参加制度に関する鋭い内容もありました。 

この特別講義によって学生達の地域貢献に対する意識が大きく変わったと評価し

ています。 

 

（京都地域未来創造センター センター長 岩﨑雅史准教授） 

包括連携協定締結１年目の 2024 年は、京都府立大学が地域で展開する教育研究活

動を、京都府議会の皆様に御覧いただくための機会をいただきました。議会職員の皆

様からの多大なる御支援もあり、議会棟ロビーにて地域研究の成果に関するパネル 26

点の展示と、それらに関連する動画 8編の放映も行うことができました。約３ヶ月間

にわたる展示・放映でしたので、大学が果たす地域での役割の重要性を、多くの方に

御理解いただけたのではないかと思います。 

今回の取り組みは府議会と大学との新たな連携の一歩として大変有意義なもので

あり、この歩みの先に府議会×大学の強力タッグで「豊かな京都」を創造する未来が

あることを確信できた一年となりました。 
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（参考）令和６年６月 30日 理事調整会議資料（令和６年度事業案） 

 

 

令和６年度 京都府議会・京都府立大学 包括連携事業について（案） 

 

令和６年３月 18 日に京都府議会と京都府立大学は、地域が抱える様々な課題につ

いて的確に取り組むとともに、魅力ある地域づくりの推進や人材の育成に資すること

を目的に包括連携協定を締結した。 

同協定に基づき令和６年度は次の事業に取り組むこととする。 

 

１ 府議会の政策形成及び調査に関する事項 
 

①学長（教授）による講演 

・令和６年９月定例会中に実施する方向で調整  

 

②議員・学生の合同調査・意見交換 

   ・時期・テーマ・規模については今後調整 

 

③府議会図書館・府立大学附属図書館との連携 

   ・府立大学の研究成果等の展示、府大図書カードの発行 等 

 

④大学が実施している公開講座等への案内・参加 

・「議会活動支援情報」（メルマガ）での配信 等 

 

２ 大学の教育・研究及び人材育成に関する事項 
 

①議長（議員）による講演 

・令和６年７月中旬に実施する方向で調整 

 

②議員・学生の合同調査・意見交換（再掲） 

 

③インターンシップの受入れ（京都府受入キャリア教育プログラム事業） 

・令和６年７月～８月の内２週間、受入れる方向で調整 

 

④本会議・委員会の学生傍聴 

 

３ その他目的を達成するために必要な事項 
 

①成果の共有 

   ・ＳＮＳ、ＨＰ、議会だより等による情報発信 

   ・令和７年２月定例会において実績の報告・公表 
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京都府議会と京都府立大学との包括連携協定に基づく連携事業 

京都府立大学学長による講演の実施結果について（報告） 

 

 

京都府立大学との包括連携協定に基づく連携事業として、京都府立大学学長による

講演が実施されましたので、下記のとおり報告いたします。  

 

記 

 

１ 実施結果 

(1) 日 時 令和６年９月 20日（金）10時 30分～11時 45分 

(2) 場 所 京都府議会 大会議室 

(3) テーマ 新生・京都府立大学について 

(4) 出席者 京都府議会議員  

(5) 内 容 ・議長あいさつ 

・講演（学長） 

・質疑応答 

資料１ 
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京都府議会と京都府立大学との包括連携協定に基づく連携事業 

議員・大学生との合同調査・意見交換の実施結果について（報告） 

 

京都府立大学との包括連携協定に基づく連携事業として、議員・大学生との合同調査・

意見交換を実施しましたので、下記のとおり報告いたします。  

 

記 

 

１ 日 程  令和６年 11月 28日（木） 

２ テーマ  子育て環境日本一の取組について ～若者の希望が叶う環境づくり～ 

３ 参加者  京都府議会  中島武文議員、家元優議員、畑本義允議員、 

水谷修議員、田中美貴子議員、山口勝議員（６名） 

京都府立大学 学生８名、服部敬子公共政策学部長 

４ 内 容  ・概要説明 

・現地視察（きょうと婚活応援センター、京都ジョブパーク・学生就 

職センター、京都企業人材確保センター） 

・模擬カウンセリング 

・議員と大学生との意見交換 

５ 参加学生の主な意見 

○ 京都府の様々な子育て支援の施策について勉強することができ、新たな発見が

あって良かった。 

○ 「全国初」という取組がされているが、大学生には十分に知られていないと思

うので、周囲に京都府の取組を紹介していきたい。 

○ 様々な子育て支援をされている中で、やっぱり子育ては大変なのかなと思った。 

○ 京都から他府県に進学した学生が帰省しやすくなるように帰省支援策があれ

ば、地元との関係性も保て、就職に繋がるのではないか。 

○ 京都の学生にも万博に携わる経験をすることも大切ではないか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

参加者一同 

現地視察（きょうと婚活応援センター） 

議員と学生との意見交換 

担当課からの概要説明 
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〇学生アンケート結果（主な意見を記載） 

◆事業担当課からの説明を聞いて、印象に残ったこと等について 

  ・ＷＥラブ赤ちゃんプロジェクトについて、ステッカーの利用など様々な工夫が

なされており印象に残った。 

  ・親子誰でも通園モデル事業について、保護者の需要に応える大切な制度である

と印象に残った。 

◆現地視察に参加してみて、印象に残ったこと等について 

・きょうと婚活応援センターについて、参加者が相談しやすい環境づくりがなさ

れており印象に残った。 

・ジョブパークについて、オンラインの活用や相談フロアの雰囲気など学生が利

用しやすいような工夫を感じた。 

◆議員と意見交換してみて、印象に残ったこと等について 

  ・京都に学生が多い点を活かし、京都に住み続けてもらえる施策を検討するなど、

将来の京都を支える人材を育てるという議員の考えが印象に残った。 

・結婚や子を望むか否かという個人の自己決定権は尊重した上で、子育てしやす

い環境づくりを考えている議員の意見を聞き、自分の視点が広がり課題への理

解が深まった。 

◆その他の意見について 

・参加前は議員には堅苦しい印象があったが、学生の意見を真摯に聞き、バスの

中でも積極的に話かけてくれる姿を見て、議員や政治を身近に感じた。 

 

 

 

 

 

9



京都府議会と京都府立大学との包括連携協定に基づく連携事業 

議会図書館と京都府立大学附属図書館の連携について（報告） 

 

１ 府議会議員用 図書カードの発行について 

  府立大学「共同研究員」に準じたサービスが利用可能 

 

◆府立大学附属図書館 サービス概要◆ 

 

  開館時間 月～金 ９：００～２１：００ 

       土・日 ９：００～１７：００ 

※サービス内容によって利用時間が異なります。 

詳しくは「図書館利用案内」、府大図書館で要確認。 

 

  休 館 日 毎月第２水曜日、祝日法による休日 

       １２月２８日～１月４日、蔵書整理期間 

       ※開館時間や休館日の変更は、館内掲示及府立大学附属図書館

ホームページで周知 

 

  利用内容 図書貸出 ６冊 

       新聞データベース・電子図書等（館内利用のみ） 

       グループ研究室・研究個室（６時間）の利用等 

       ※利用に当たっては図書カードが必要 

   

レファレンス・サービス 

調査や研究に必要な資料の探し方・情報等の提供 

   

有効期間 令和６年１０月１日～令和９年４月２９日 

 （異動の場合はその都度調整） 

 

２ 府立大学附属図書館の見学会（利用説明会） 

  別途開催日程をお知らせします。 
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京都府議会と京都府立大学との包括連携協定に基づく連携事業 

インターンシップ実習生の受入について（報告） 

 

 

京都府立大学との包括連携協定に基づき議会事務局にインターンシップ実習生の

受入を行い終了しましたので、下記のとおり報告いたします。  

 

記 

 

１ 実 習 生 

京都府立大学 公共政策学部 ３回生 １名 

 

 

２ 受入期間 

令和６年９月２日（月）～９月 13日（金） 

 

３ 主な実習内容 

  総 務 課 ・正副議長公務の準備・随行 

       ・出前高校生議会の準備・随行 

       ・議会図書館用務 

 

  議 事 課 ・本会議、議会運営委員会、議会改革検討小委員会、政策調整会議

の準備・運営補助 

       

  委員会課 ・委員会資料作成、委員会記録の校正 

       ・管外調査先等先進地事例収集 等 

 

４ 実習生の所感 

   様々な業務の体験を通じて議会の事務 

にかかわることで、知事と議長（議員）、 

執行部と議会事務局の違いについて理解 

が深まり、二元代表制の「両輪」という 

意味を感じることができた。 

 

出前高校生議会に出席している様子（右手前） 
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京都府議会と京都府立大学との包括連携協定に基づく連携事業 

大学生の委員会傍聴の実施結果について（報告） 

 

 

京都府立大学との包括連携協定に基づく連携事業として、大学生の委員会傍聴を実施

しましたので、下記のとおり報告いたします。  

 

記 

 

１ 実施結果 

(1) 日 時 令和６年 11月 25日（月）13時～16時 

(2) 参加者 京都府立大学 公共政策学部 学生 16名 

（総警：６名、危健：６名、文教：４名） 

(3) 内 容 ①議場見学 

      ②閉会中常任委員会の傍聴 

      ③委員と学生との意見交換・記念撮影 

       【意見交換テーマ】 

        総警 「・自分が働くならどういう働き方をしたいか」 

        危健 「・本日の委員会の傍聴を通して感じたこと」 

        文教 「・今回の委員会を傍聴してどう思ったか 

            ・公共政策で御自身が興味あることについて」 

 

２ 意見交換での大学生の発言（一部抜粋） 

 〇 総警：介護離職等これまであまり考えたことがなかった視点からの議論も多く勉

強になった。 

 〇 危健：議員が地域活動などで裏打ちされた活動をしていることが分かった。 

 〇 文教：インクルーシブ教育に関する議論を聞き、障害者のための施策は、全ての

生徒にとっての学びやすい環境にもつながることを改めて感じた。 

 

３ アンケート結果（主な意見を記載） 

◆今回の傍聴・意見交換により、議会・議員への意識は変わったか？ 

  回答があった１２名全員が「変わった」としている。 

 【理由】 

  〇 総警：専門性の高い話や活発な議論が行われており、議員が普段から知識

を蓄えていると感じた。 

  〇 危健：委員会はもっと短期的な目標に向けて話し合う場だと思っていた

が、京都の将来的な防災という長期的な目線の話が行われていた。 

  〇 文教：議員が専門家の知見を踏まえ、有権者の声を捉え直している場面を

目の当たりにして、普段見えていない側面を感じた。 
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４ 意見交換の様子 

  総務・警察常任委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  危機管理・健康福祉常任委員会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  文化生活・教育常任委員会 
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